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個性的な美術館・博物館

松山庭園美術館
〒2892152 千葉県 [11瑳市松山()〔 I)
TEL 0479-79-0091
http://matuyamaartmuscumowcl).1・ (・ 2.(.0‖ 1

ハ
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の
自
然
か
た
―
い
１
術
鮎
［
油
た
‘
，
か
の
ん
ひ

り
く
つ
ろ
い
て
い
る
美
術
鮒
［
細
い
山
道
を
た

ど
り

つ
つ
、
ほ
ん
と
う
に
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
あ

る
の
か
し
ら
と
不
安
に
な
っ
て
く
る
美
術
館

そ
ん
な
噂
を
耳
に
し
て
、
い
つ
か
行
っ
て
み

た
い
と
思
っ
て
い
た

「松
山
庭
園
美
術
館
」。

行
っ
て
み
ま
し
た
。

手
入
れ
の
行
き
届
い
た
美
し
い
庭
、
出
迎
え

て
く
れ
る
美
し
い
猫
た
ち
―
―
。

想
像
以
上
の
す
ば
ら
し
さ
で
す
。

庭
国
内
に
は
野
外
彫
刻
が
い
く
つ
も
［
そ
し

て
地
域
の
文
化
交
流
の
拠
点
と
な
る
企
画
展
示

館
、
長
屋
門
、
茶
室
、
見
晴
ら
し
亭
。

た
そ
が
れ
ど
き
、
見
晴
ら
し
亭
に
腰
を
下
ろ

し
、
限
下
の
青
田
を
眺
め
な
が
ら
美
酒
と
少
し

の
肴
。
傍
ら
に
猫
が
く
つ
ろ
い
で
い
て
―
―
。

そ
ん
な
幸
せ
な
光
景
を
夢
見
ま
す
。

木
館
は
此
木
三
紅
大

（
コ
ノ
キ

・
ミ
ク
オ
）

氏
の
作
品
と
名
画

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
琴
の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
。
茶
道
具
の
収
蔵
品
も
数
多
く
茶
道

の
心
得
の
な
い
汗
で
も

、
見
の
価
仙
あ
り
と
思

よ
１
か
‐
イ‐―
ど
と
――――
い
合
わ
―′
、
イ

′
――
十
日
当

て
に
速
く
か
ら
訪
れ
る
人
も
い
る
ル
か
．

企
画
展
も
開
い
て
い
て
、
６
月
２
＝
■
て
の

金

・
■

。
日

・
祝
日
の
Ю
時
か
ら
１７
時
ま
で
第

‐３
回

「猫
ね
こ
展
覧
会

２
０
１
６
」
を
‐り―‥―
僻
中
［

全
国
か
ら
応
募
し
た

１
７
０
人
の
猫
好
き
夫

術
家
さ
ん
の
絵
画
、
彫
刻
、
工
芸
、
写
真
な
ど

３
０
０
点
を
展
示
。
体
験
教
室
や
オ
リ
ジ
ナ
ル

猫
グ
ッ
ズ
の
販
売
も
あ
り
ま
す
。

人
館
料
　
人
人

８
０
０

円
、
小
中
学
生

４

０

０

１

く
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至香取市

上り坂 10m先
下る

より車で 10分

第13回「猫ねこ展覧会 2016」
～走る。飛ぶ 。じゃれる。寝る。猫達の楽園～

蝶ねこ コノキ・ミクオ

「猫ねこ展覧会」作家さんによる体験教室

5/1 ねこ絵葉書を描いてみよう1 500円  増渕 摂子
5/3 猫実功]琲店 出張いたします 美味しい助]琲を庭園でどうぞ 有料

5/8 銅版画(ドライホイント〉でネコを描く体験教室 1,000円 本寺版画工房

5/15 うちわに墨でネコを描こう 1,000円  永田 紅蘭
5/21 ビーアンビシャスフレンズ・カフェlopen、ココナッツカレー椀子そば 有料

5/22 のめらにゃん斎「猫の紙芝居J無料(当日特設グッズ販売有ります)

5/28 ネコタマゴの絵付け教室 1,000円  くろい ゆき。西森 □―ラ

5/29 山ロマオの本版画ワークショップ 3,500円 (定員10名)(作品&グッズ販売有り)

6/5 うちの子グッズを作ろう1 シールやバッグに 500円～ はなざわ

νll ねこじゃらしを作つて美術館の猫と遊ぼう1 500円  内田 園子
6/12 団扇に猫を描く教室&ガラス絵教室 1,000円 ～ 永田 糸I蘭・山本 昌宏

6/19 ビニアンビシャスレレンズカフIlopen、ココナッツカレー・椀子そば 有料

6/26 クロージングバーティー&授賞式(1300から)作 家さん集合l

11川 1 人木貞夫

色∫

ノーちゃん 郡司恵子

ガガ姉さん 永田浄「蘭 虎之助と茶太郎 花ナギユ1'|1子



個性的な美術館・博物館

我孫子市鳥の博物館
〒270-1145 我孫子市高野山2343
TEL 04-7185-2212

http://www city.abikO.chiba.jp/bird― nllls/
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「我
孫
子
市
鳥
の
博
物
館
」
は
日
本
国
内
唯

一
の
鳥
専
門
の
博
物
館
で
す
。

こ
の
珍
し
い
博
物
館
で
６
月
２６
日

（日
）
ま

で

「
フ
ク
ロ
ウ
さ
ん
ち
の
子
育
て
日
記
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

丸
い
ア
タ
マ
、
丸
い
大
き
な
日
が
愛
く
る
し

い
フ
ク
ロ
ウ
で
す
が
、
実
際
に
野
外
で
見
る
機

会
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

周
辺
の
自
然
も
展
示
の
一
部
と

考

ウヽみ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
構
想
の
一
環
と
し
て
、
地
域
の

自
然

へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に

同
館
は
我
係
子
市
の
森
に
フ
ク
ロ

ウ
の
巣
箱
を
か
け
て
子
育
て
を
観

育

て
Ｈ

＝
０
ま

で

て
い
ま
す
。

フ
ク
ロ
ウ
が
食
べ
て
い
る
も
の
―
―
¨
イ
ね

は
ヤ
モ
リ
、
ヒ
ヨ
ド
リ
、
ド
バ
ト
…
…
］
点
外

に
大
き
な
生
き
も
の
も
捕
食
し
て
い
る
の
に
情

か
さ
れ
ま
す
。

そ
し
て
ク
ル
リ
と
回
る
首
。
丸
い
頭
の
正

――――

に
目
が
つ
い
て
い
る
の
で
後
方
が
見
え
る
よ
う

に
約

２
７
０
度
回
る
の
だ
そ
う
で
す
。

人
間
の
首
は
何
度
く
ら
い
回
る
の
か
な
あ
。

人
間
と
鳥
の
共
存

手
賀
沼
が
す
ぐ
前
に
あ
る
同
館
で
は
手
賀
沼

の
鳥
た
ち
の
生
態
、
そ
し
て
世
界
の
鳥
、
鳥
の

歴
史
と
生
活
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
ま
す
。
２
階

ゆ
卜
御
、沼
と
自
然
の
鳥
た
ち
の
ジ
オ
ラ
マ

（生

ｆ′―‐
――！！

小
　
――
臨
喝
嗅
あ
ふ
れ
る
１，
の
］
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3階の展示室 世界の鳥コーナー

我孫子市メitの 1中 11勿 館

そ
し
て
こ
の
館
の
最
大
の
テ
ー
マ
は

「人
と

鳥
の
共
存
」。
野
生
で
は
見
る
こ
と
の
で
き
な

く
な
っ
た
日
本
の
ト
キ
の
剥
製
が
共
存
の
大
切

さ
を

‐
―――
り
か
け
て
い
ま
す
］

い
つ
ま
で
も
見
て
い
た
い

世
界
の
鳥
コ
ー
ナ
ー

３
階
の
展
示
室

「世
界
の
鳥
コ
ー
ナ
ー
」
の

ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
の
中
に
は
ダ
チ
ョ
ウ
の
仲
間
か

ら
ス
ズ
メ
の
仲
間
ま
で
、
分
類
順
に
世
界
の
鳥

を
展
示
し
て
あ
り
ま
す
。

ｌ
科

１
種

を
目
標

に
収
集

し
た
標

本

約
２
７
０
点
と
の
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
は
圧
巻
。

人
小
さ
ま
ざ
ま
、
色
も
さ
ま
ざ
ま
、
そ
し
て

何
よ
り
驚
き
な
の
は
、
普
段
、
近
く
で
じ
っ
く

り
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
鳥
た
ち
の
姿
か
た
ち

の
美
し
さ
。
こ
の
鳥
た
ち
の
機
能
美
に
は
感
嘆
、

立
ち
尽
く
し
て
い
ま
し
た
。

・
入
館
料

一般

３
０
０
円
　
一尚
校

・
大
学
生

２
０
０
円

。
開
館
　
午
前
９
時
∞
分
～
午
後
４
時
Ю
分

・
休
館
日

月
曜
日

（祝
日
の
場
合
は
次
の
平
日
）、

年
末
年
始
、
館
内
整
理
Ｈ

・
ア
ク
セ
ス

Ｊ
Ｒ
我
係
ｒ
駅
南
Ｈ
バ
ス
停
よ
り
市
役
所

経
山
バ
ス
で

‐市
役
所
‐
ド
中
、
徒
歩
５
分

＊
毎
週
卜
Ｈ
祝
日
は
博
物
館
行
き
の
バ
ス
が
運

行
し
て
い
ま
す
ぃ

我
孫
子
駅
南
Ｈ
バ
ス
停
よ
り
、
人
Ｌ
台
行
さ

バ
ス
で

「鳥
の
博
物
館
」
ド
中

天
王
台
南
ロ
バ
ス
停
よ
り
、
我
係
ｒ
駅
行
さ

で

「鳥
の
博
物
館
」
下
卓

,1り 11"人 冠記
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三陽メディアフラワーミュージアム

(千葉市花の美術館 )

〒261-0003 千葉市美浜区高浜724
′
l｀EL 043-277-8776
httpi//cga orip/■ OWer/

入館料

大人 300円

」ヽ 。中学生 150円

休館日

毎週月曜日

(月曜日が休日の場合は

その翌日休館)および

年末年始

「「
ズ

′
．１
／
ノ
ノ
リ
ー
　
ー
ー
　
．′
／、

一Ｆ
性
市
化

の
た
術
館

一
に
――
、
約
１
６
０
０

仲
４
万
８
０
０
０
株
の
仙
物
か
仙
え
ら
れ
、

年
中
、
化
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
］

花
の
間
を
人
る
と
色
と
り
ど
り

の
花
々
が
、

出
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

ア
ト
リ
ウ
ム
か
ら
温
室
、
中
庭
、
後
庭
と

た
ど
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
表
情
の
異
な

っ
た
花
や
、

‐
‐
ノ
¨
　

‐
‐
師
川
´
，
―
‘
ι

ｌ

て
い
１
１

ス
フ
リ
ン
グ
ソ
ｒ
ス
プ
了
（
ル
　
‐，
川
＝
Ｈ

ま
で
／
ロ
ー
ズ
フ
ェ
ア
　
５
月
１７
日
ヽ
６
川

５
Ｈ
／
ラ
ベ
ン
ダ
ー
デ
１
　
６
月
■
日

ア
ト
リ
ウ
ム
テ
ー
マ
＝
シ
ャ
ビ
ー
シ
ッ
ク

ガ
ー
デ
ン
（フ
ラ
ン
ス
旧
舎
町
に
あ
こ
が
れ
て

６
月
５
日
ま
で
／
フ
ロ
ー
ラ
ル
ジ
ュ
ー
ン
ブ
ラ

イ
ド
　
６
月
７
日
～
７
月
３
日

５
月
１７
日
か
ら
開
催
の
ロ
ー
ズ
フ
ェ
ア
で

は
、
バ
ラ
の
こ
と
を
も
っ
と
知
り
た
い
方
に
は

嬉
し
い
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
な
ど
も
あ
り
、
よ
り
深

く
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ア
ト
リ
ウ
ム
入
日
の
み
ど
り
の
相
談

コ
ー

ナ
ー
で
は

「み
ど
り
の
相
談
員
」
が
常
駐
し
て

お
り
、
花
や
緑
に
関
す
る
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。
併
設
さ
れ
て
い
る
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
て
＾
周
年
を
迎
え
た
中
庭
が

豊
か
に
育
ち
、
デ
ル
フ
ィ
ニ
ュ
ー
ム
や
オ
ス
テ

オ
ス
ベ
ル
マ
ム
な
ど
色
鮮
や
か
な
花
々
を
眺
め

な
か
ら
食
■
が
楽
し
め
ま
す
。

フ
ラ
ワ
ー
カ
レ
ツ
ジ

花

の
育

て
方
、
飾
り
方
、
楽
し
み
方
を
学

ぶ
こ
と
の
で
き
る
講
座
を
数
多
く
開
催
し
て

い
ま
す
¨
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
いま
た
、
へ／
年
開
館
加
周
年
を
迎
え
た
こ
の

■
術
館
で
は
記
念
の
特
別
企
画
を
開
催
し
て

い
ま
す
‐

２。
周
年
特
別
企
画

（平
成
２９
年
３
月
末
ま
で
）

＊
毎
月
よ
Ｈ
は
、
人
館
料
無
料
中

＊
毎
月
２
Ｈ
に
、
‐化
の
里
川
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

＊
展
示
後
の
花
鉢
を
フ
レ
ゼ
ン
ト
¨

＊
千
葉
市
内
・市
外
関
わ
ら
ず
“
茂
以
Ｌ
の
方
、

証
明
書
提
示
で
人
館
料
無
料
‐‐

＊
毎
日
１６
時
以
降
は
、
人
館
料
無
料
¨

＊
夏
季

（
７
／
１６
～
８
／
３‐
）
川
――――
、
冬
季

（‐２
／
２７
～
３
／
３‐
）
期
間
は
、
終
日
人
館

料
無
料
。

＊
２０
年
の
あ
ゆ
み
展
開
催
。
（７
／
‐２
～
９

４
）
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